
地域学校協働活動フォーラム第１０回 Yokohama

◆開催日時：２０２２年１２月２０日（火）１４：００～１６：４５

◆対象：学校・地域コーディネーター 学校支援ボランティア 教職員 行政職員
企業 NPO 大学 学生 その他教育支援に関心のある方

◆主催：Yokohama地域学校協働活動フォーラム実行委員会
◆共催：横浜市教育委員会
◆後援：一般財団法人 横浜市安全教育振興会
◆参加者：１０６名（学校・地域コーディネーター/ 学校支援ボランティア/教職員/行政職員/企業/団体）

子どもをとり巻く大人でつながろう！
～子どもたちの「生きる力」を育むために～

＊この事業は、一般財団法人横浜市安全教育振興会の助成金を受け実施しています

四柳千夏子氏
文部科学省CSマイスター 三鷹市統括スクール・コミュ二ティ推進員・ひとまちみらい研究所代表

※ 当日の様子は裏面をご覧ください

G1 ボランティア活動情報・募集などに使う伝達手段について
G2 お金のはなし 運営費などなど
G３ 理解しておきたいヨコハマSDGｓデザインセンター
G4 企業・ＮＰＯ・行政とのつながり方

Session １ 〈 グループトーク 〉

Session ２ 〈 グループワーク 〉
「協育・共育の横浜」を実現するために、 これからの10年、それぞれの立場で何をしますか？

あなたの思いを言葉にして共有しましょう。

自ら学び

社会とつながり

ともに未来を創る人

講演

※ 講演者は、都合により変更となりました

*

* ** 開催報告

**

子どもたちの“学び”を豊かにするために、学校・地域コーディネーター（地域学校協働
活動推進員）、学校支援ボランティア、様々な教育支援活動プログラムを提供する団体、
教職員、行政職員などが一堂に集い開催してきた「Yokohama地域学校協働活動フォーラ
ム」は、第10回をもって終了しました。しかし、今後もこのつながりを続けていきたい、
続けていく必要があると考えています。裏面の情報をご活用ください。



当日参加者アンケートから… （一部抜粋）

Yokohama学校・地域コーディネーター

LINEオープンチャット

地域を越えて
立場を越えて
気軽に情報を交換
しましょう！

年末のご多用の中、たくさんの方にご参加頂きありがとうございました。
2013年より始まった本フォーラムは、多くの方の支援を受けて開催して
きました。 実行委員会メンバーにとってフォーラムを行うことは、多くの繋
がりを生み出す学びの場でもありました。
お世話になった各関係機関皆さまに心より感謝申し上げます。

第10回Yokohama地域学校協働活動フォーラム実行委員一同

Session １ 〈 グループトーク 〉

Session ２ 〈 グループワーク 〉

2022ycg.forum@gmail.com 〈お問い合わせ先〉

・小さくても新たな発見や多様
な考え方を学ぶことができる場
でした。 参加できてよかった！

（コーディネーター）

・いつもは出会えない方と
交流する機会になりました

（コーディネーター）

・意見交換の機会がもっと
欲しいと思いました

（コーディネーター）

・学校の応援団が
たくさんいることに
感激しました（教員）

・ケアプラザも地域で子どもたちを
支える機関の一つとして、是非とも
活用してもらえると嬉しいです

（地域ケアプラザ職員）

・教職員の参加が必須だ
と思いました（行政職員）

Q. 本フォーラムについて感想をお聞かせください

Q. 今後つながるため
どのようなアイデアがあるでしょうか

● zoomなどで定期的な熟議の場を誰でも開けるといい
ですね この指とまれ！的な

●今回のようなオフラインのイベント、各区での地域コミュ
ニティプラザなどで定期的に集まる、オンラインセミナー

●学校や教職員がやりたいことやニーズを投稿し、地域の
団体や企業等の強みや魅力を投稿して、マッチングできる
仕組み、アプリのようなデジタルコンテンツ

●取り組みの紹介だけでなく、考えていること、疑問に思う
ことを気軽に発信できるオープンチャットで、今後、より良い
つながり方のアイデアも出るかもしれませんね

G４ 「はまっこ未来カンパニー」は主
に企業とのつながりだが、コーディ
ネーターは足元の地域でアンテナを
張ってつながりを作っていきたい

G３ SDGs教育に関心があり学校・地域・
企業とコラボしたいときは、ヨコハマSDGｓ
デザインセンターへ！
つながってからの先を大切に

講演を聞いて、「協育・共育の横浜」
を実現するために、これからの１０年
それぞれの立場で何ができるか、
その想いを記入してシェア

東西南北の地区に分かれて
コースターに記入したことを
基にざっくばらんに語り合う

G1 地域とは紙面、
保護者とはSNS、
教職員とはLINE
のところも

G２ 市からの13万円の助成金
とは別のポケットを持ったり、補助
金がでるものを活用したりして工
面しているところも

社会とつながる学校～協育・共育の横浜へ～講演

・学校に関わることは、未来の担い手づくり
・学校のニーズをつかむ ・目標の共有
・立場の違う人とのコミュニケーション ・意見を出し合う
・みんなが教育の当事者 ・まずはできることから
・「何をするか？」ではなく「何ためにするか」を共有する

Keyword
四柳千夏子氏 「未来は今、ここにある」

当日参加した
方々の感想

期間限定配信
～2023.８.31

講演の動画
はこちらから⇒
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